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２位以下の３チームの勝ち点合計が同じため、７．競技方法③により、当該チームの対戦成績により、最終順位は下記のようになります。

稚内と枝幸は得失点差が同じため、総得点の多い稚内が上位になります。

② 稚内 ③ 枝幸
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引分 負 勝点 総得点 総失点
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令和元年度 第31回全道Ｕ-１８フットサル大会宗谷地区予選

① 稚内大谷 ② 稚内 ③ 枝幸 ④ 利尻 勝

1

得失点 順位

143 0 9

□タイムキーパーを各チームから１名選出し、タイマーのスタートおよび得点の入力の補佐を担当する。
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10④ 利尻
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④
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× ○ ×
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総失点 得失点 順位

1 0

□試合時間は２４分（１２分－２分－１２分）とする。

④ 利尻 勝 引分 負


